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シティズンシップカとは生活に必要な知識の習得と同時にスキルが身についていることが必要である。スキルとは、適切に判断し、

議論することのできる力、いかに行動すべきかを考えることのできるカを持っことで、特に情報収集・分析、様々な立場の視点、及び
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1.はじめに

1.1背景

社会が多様性を持つことを当たり前とするようにな

り、ライフスタイルも、それを支える住まいの環境、さ

らには住まいの環境の整え方も多様化している。それは

伝統・慣習のみに縛られるのではなく、より多くの人が

公平な権利のもとに、民主的に社会が運営され、自由度

が高まった証拠でもある。

しかし、日本では、高まった自由度に伴って必要と

なる住環境を整えるカは十分に身に付けられていないの

ではないかと感じる。したがって、義務教育課程でそう

いったカを身につけることは、良い住環境を創り出すた

めに重要である。

近年シティズンシップ(市民性)教育に教育界での

関心が高まっている。市民として生活するのに必要な発

言力、考えるカを身につけることを目的としているが、

まさに住教育にも必要なことである。これまでにもリテ

ラシーについて妹尾文1)らの研究はあるものの、シティ

ズンシップカの具体的な育み方法は検討が必要である。

1.2目的・方法

本研究では、シティズンシップカを高める教育方法

を探るために、諸外国の教育方法や学校教育で使われる

教科書の設問を分析し、日本での設問設定方法を検討す

ることを目的とする。そのために、①学ぶべき内容を確

認し、②現在の日本での学校教科書内容を整理し、現状

を確認するとともに、③シティズンシップカを高める北

欧等の教育方法や実践例を集めそこで目的とされている

習得内容やそのために利用される方法を広く学び、整理

する。その上で④住教育で習得されるべき市民性を高め

るための設問の設定方法について検討をする。更に、⑤

実際に学校で授業を行い、シティズンシップカをつける

住教育方法の検証を行った。

①②③は主として文献の収集・分析により行った。

④は、住教育におけるシティズンシップ教育が熱心であ

ることが文献からわかったフィンランド、及びシティズ

ンシップ教育が学校で体系的に取り組み定着をしてきた

イギリスに赴き、文献の収集及びヒアリングを行った注

1)。⑤は、小学校5年生に2時間授業注2)を実施した。

*1福井大学大学院講師 *2アルマス・バイオコスモス代表 *3福井大学大学院非常勤講師
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2.住教育で学ぶべきこと

2.1住教育の全体像

住生活は、様々な知識の応用であり、基礎的な知識

を使いこなすことで、はじめてより快適な居住環境が得

られる。住環境を築くためには、知識だけがあっても難

しい。応用するカが重要なのである。

そもそも豊かな住環境の創造は、日々の生活の中で、

暮らし方を整えるものであり、自分ひとりの問題ではな

い。例えば家族の中であっても、考え方、生活時間、関

心事の異なる人同士が、空間を共有しながら、共同生活

を送るためには、ルールや譲り合いといったものなくし

てはうまくいかない。

したがって、①住まいにかんする知識を適切なとこ

ろから習得し(一時的な、或いは科学的な根拠の無い考

え方に翻弄されたりしない)、②客観的に物事を考え、

判断することができ(流行や声の大きい人の言うことに

流されるのではなく意見をまとめ批判することもでき

る)、③異なる意見の人(家族/友人)とも協議し、④

知識や考えたことに基づいて気持ち(知識を使いこなそ

うとする意欲)や行動するカを持ち、自らの住環境を良

くすることのできるカを持つことが必要となる。

こういったことは単に知識を持てば解決できるとい

うものではない。知識も重要であるが、それを使いこな

し、住環境を実際に良くするカ(スキル)が必要である。

こうしたカを養うものがシティズンシップ教育とも呼

ばれている。シティズンシップ教育という言葉はイギリ

スで盛んに使われているが、他の国では民主主義教育と

いった表現がされている。ここでは市民として住まい・

まちづくりに係わるためのカという視点からシティズン

シップ教育に求められる内容を整理する。

住教育とは、素材が身近に多くあり、様々な分野の知

識を応用して構成され、かっ実際に働きかけることで

各々の生活環境が改善される可能性を持っ教材である。

近年教育界で注目されているシティズンシップ教育を高

める点からも取り組みやすい分野であると言えよう。

2.2住教育に必要な知識

住教育に必要な知識にっいては、建物・まち・環境

といった目に見えるモノにっいての学習と、社会・制度

といった目に見えない仕組みについての学習である。そ

れは全教科の中で取り組まれるべきことである。

1998年にフィンランドの建築政策文3)には、国の教育

委員会で、カリキュラム編成にあたって建築教育を強化

することが盛り込まれている。特に美術の授業をはじめ

とし、生物、地理、歴史や政治の中で教えられるべきだ

とされている。高校生用の美術の教科書には、数十ペー

ジを割いて、建築様式の紹介や、数学では建物の形を利

用した教育が行われている。建築・都市計画という科目

があるわけではないが、諸教科の中で積極的に建築・都

市計画教育が行われている。

2.3住教育に必要なスキル

イギリスのシティズンシップ教育では、相互に関連

する三っの領域、すなわち①社会的・道徳的責任(個人

の社会的・倫理的責任を認識し、民主主義社会の中にお

ける行動を形成し導く、倫理的価値観の理解を発展させ

る)、②地域コミュニティへの参与(学校社会とコミュ

ニティの両方の関連事項に対し積極的に関わり、有益な

役割を果たす)、③政治的教養(代表的な政府組織、政

治的・社会的問題について、地域、国、そして地球規模

の視野で理解し議論に参加する)を軸とし、学校におけ

るシティズンシップ教育の達成目標を表2-1のように定

めた文6)。ここでは、教養を持ち、活動的な市民の育成

が目指されていることがよくわかる。

表2-1Daviesによるシティズンシップ教育の達成目標

   目谷
   識を、った民にょる国の司匿・・'・行、にヨ
   ために必要な知識の理解一口ッパ連合や国際連合の役割に関
   の習得わる知識と、社会的な面におけるイギ
   →シティズンシソプリスの国民(民族)、宗教の多様性の
   κ灘する教淳相互理解と尊重の必要性について学

   ぶ。
   ・くコミュニケーショしてユ論る肥の目が目・

   ンに必要な能力の育成とされている。政治的・精神的・道徳
   →～暫鋤融な旋房を耀的・社会的・文化的な時事問題にっい
   遼ナる手農と乙でのて調査し、考察して、個人的な意見を
   教淳文章および口頭で表現し、グループお

   よびクラスにおける議論に参加する
   耳%目頁壬る行の経、を,、るをうこめ
   のための能力の育成に、想像力を使い、自身のものではな
   ⇒学狡勾吻(での樫褒い考え方にっいて考察・表現し、説明
   を遭した学習の耀する。また、学校内外の活動に責任を
   遼持って参加する。

こういったシティズンシップカには、知識とスキルが

必要である。特にスキルとして何が求められているのか

を整理する。住教育の視点から必要である、「知識を活

用して考える能力」を中心にシティズンシップ教育やそ

の他の文献の中から抽出し、更にそれらを三つの要素に

分けた。図2-1にその概要を示す。

最終的には、大きく①情報を収集・分析して自分なり

の見解をもてる力、②様々な立場の視点からものを見る

ことのできるカ、③コミュニケーションをとり、周りの

人々と問題に取り組むカ、の3要素となる。図中英文で

書かれているイギリスのシティズンシップ教育の中で最

終的に身に付けたいとされるスキルと合致している。

これらの要素をもつ住教育では基礎学力を養う義務

教育課程に行うことで、まちに関する知識を活用し、十

分な討論が出来るようになると考えられる。

多角的に考えるための情報が入手できる状況をつく

り、考えるきっかけを与えるような設問があることが、

シティズンシップカを高めるためには大事であろう。
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調査する力

道具を相互作用的に用いる

解決する手段を選択する力

学習の結果と効果を把握する力

自律的に行動する

参加と責任ある行動の技能の発達

すべてのプロセスに貴任をもつこと

物事を観察する眼

背景理解、想像する力

批評する眼

問題に取り組む動機や好奇心、欲求

メディアの視点

権力者や既得権保持者の規点

異質な集団で交流する

議論するカ

コミュニケーション技能

対話能力

自分の意見を主張する力

自ら議員に働きかける方法

榴報を収集・分析して
自分なりの見解を持てる力

⇒
Listening
Questioning

様々な立場の視点から
ものを見ることができるカ

⇒
Developingandarguing
ContrastingandargUing

コミュニケーションをとり
周りの人々と問題に取り紹むカ

⇒ Co'operation
Participation

夷革語な,イギクスのシティズンシソフ製湾'で習
 揮β癖とされτρるキークー六

図2-1知識を活用して考える能力

3.教科書を通して見る日本の現在の住教育

3.1日本の学校教科書で提供される知識

実社会の様子を多く学ぶ小学校の社会科(3年生から

6年生1)及び、身近な現象についての説明のある中学

校の理科から、まちやまちづくりに関するキーワードを

抽出したものが表3-1である。対象の教科書には交通、

都市インフラ、まちの様子、産業、環境、災害などの多

くの分野において、まちに関する単語が見られた。単語

としての知識は豊富であるが、これからのまちや住居、

都市のあり方などのまちづくりについて考えさせる題材

はほとんど見られない。将来のまちの様子・開発につい

て考える記述はほとんど見られなかった。制度や将来の

あるべき住環境の姿を考える機会が教科書のみの学習で

は不足することがわかった。

3.2スキルの教育一設問内容から一

1)小学校

東京書籍平成17年度版「新編新しい社会」3・4上、

3・4下、5上、5下、6下の5冊での設問を整理する。

見開き2ページが一まとまりの説明となっている。教科

書内には調べ学習をする際のコツを説明するコーナーが

少しずっ様々なページに掲載されているほか、投げかけ

も多い。設問に類するものとして、見開き2ページにお

いて左の欄外には、そのページで説明する内容を確認す

るための設問がある。この設問を「確認設問」とし、そ

の他教科書内の児童への投げかけを、表3--2に整理した。

カンガエル等は蛙マークのついた囲み記事で、各々表内

に説明したような役割を持つ。

「確認の設問」のは、知識の確認の意味合いが強く、

答えは同ページの本文や資料に記載されている場合が多

い。そこから答えを探しだすと、表3-3に示すように一

面的な解釈を生み出すことが予想される。

表3-1小中学校の教科書のまちづくり関連単語

    分麺茅'、、い子'苧、い・凸
    1}1(ll

    交通車'と歩の高さ、品のリサイクル、段1差のないホーム人の安全、車の便利さi7分かれ、混雑しだ、一本、せまい1道、交通機関16    交差点、国、断'、高・巳路、点1字ブロック12アスファルト、ガードレール、高噺路、1有料道路、レールll3
        車、貨物送、移動販売車、カーナiビ、ハイブリットカー12電車、飛行機、バス、リニアモーター1カー、電気自動車i12
    シスー:10

    '、155131

    交通以外のインフラパ1アブ1-、ノーマライーションの1づくり、水をよごさないこと、魚やのりへのi影響安い木材123rL'田、臥田、:i、3    公役所,子、とみどりのまち1層セン1ター公共事業寺i8博物館、円館、校庭、堤、科子館lii8
    の家庭水、浄化センター、下ρ備、1工場排水の規制、水の再利用i28下水処理揚、農一用水、活用、水1の設備、地下水i9

    工・ルーの供原子力発電所、送電、変電所、燃:電1萢、ガソリン:22化石燃料、地熱発電、石油丁蔵、光工:ネルギー、化学エネルギー148

    ミ_・から出るごみ、云土から出るごみ、工:場から出るごみ、缶瓶資源化センター、ご:みの21∠1!ゴぐ、センターi6源ごみ、ごみ焼却場、スクラップ、資源i化施設、再生工場li6
    '、;87194

    まちの様子家のあるころ、山に土やがい、、1来に残したい日本の宝物、昔と今の道具iの違い、地元で消費1【4騒訂、日」り、明るい場所、暗い場所、1木かげi・2L    粟工業地、埋立地、動車工場、r店街、1コンビニエンスストアi24農業、漁業、化学工業、農業用水、湯畑il42
    口消火、消火器、火水権、避難所、消1防団、消防団倉庫16ため池、里山、民のいこいの場、災1体制i4
    む住宅、住宅地、大きな住宅、仮設住宅:14士手、フェンス、建物、室温、ホームセ1キュリテーシステム169
    '、・48・L36

    畷境.の問題、温、.、厨漠1化、熱帯雨林の減少125ヒートアイラン'、温、温1効果、排気ガス、酸性雨129    引楚灘どりのム・白いム・水瀦i、。蔑状地、三角・、階段状の地形、土地のi段差、熱帯雨林:72
    P台風、火事、地震、洪水、冷害114がけくずれ、落石、地すべり、洪水、雪122

    'iイアモンドスト、朝よ、よ、田1姫にじ:30
    '、・79・[53

    制度環や店のおおいところ:1ま・リサイクル～、リサイクルマーク、ラ1スチックの分別、分別回収、法的整備li5    繋高い建物の窃いところ11臨海工業地帯:1

    響i。浸水想定区域図、マグニチュード、▼:度、震源、震央i9
    國lo10

    ・o'o

    '、:2125

    12711439

表3-2設問の分類と例題

      設問の種類例1内容i      学年i件数計

      確認設闇田や畑が多いところは、どんなようすなのでしょう。13125「轡、・のがPる。∠の隣に見開き1ページごとに記載されて141いる。文の調子は問いかけ型であるが、学ぶテーマのサブタイトル的な役割を果たしている      4148

      151471[ヒ      16i21

      クイズ甜硯轡刻343・4えののみに記9れている設問。「なぜ(どうして)～なのかな」という投げかけ方。

      カンガエル3161カエルのマークにに52駈ぎ滝鞭鶯弄験。雛～再iという文調である・      あと一っ、世界遺産を登録するとしたら、あなた14125は、どこの何をすいえsんしますか。      t5117■
      i6:4

      オキカエルあなたの県の冬の行事1413を稠べてみましょう。151g311幽・'馳榊に記『'れていこことについて、21喫膿嬰瀞幾狐警さ藩1されている。

          

      」68

      チャレンジ世界遺産について考え1よう(情報収集、考えを語し合う)33iにカンエルのっに示れる。i話し合いや情報収集のテーマを示す(例1判・に実際の例を記載)i      145

      1512
      62

表3-3テーマの設問から予想される一面的な解釈例

   毅間飼敏科留の内暮と解駅

   「どうして赤石川の水は葵しく水量も多いのでしよう」設問がかかれているページから導いた答え・-r-一一…rF-一一一,「一一一・■その他の笹えぶな林の原生林が養分を含んだ美しい水を流しだしているから¶一一一圃・・■..■.・「一一一一一一一一一一一■膠一幽...一・...■■・■幽一一一一膠.r7-一一一・・.閥一一,7-一一一一一r・響一一..■.・川に産業が発展しなったため、雨が多く降るため
   「十勝の自然は、私たちにどんなめぐみを与えてくれているのでしょうか設闘がかかれているページから導いた答え一.・・膠,「.79・....7「一一一一.その他の答えじゃがい培ヱ'の勝の気・、にロっこ業の発。賞':紺率が高い一亘然が多蛙と姻囲陪観罪産業..一一,一.一一.___一一...,一一.,_一一一一.スケートや氷祭の開催(前頁に記載あり)
調査や資料の分析をし、まちについて自分の意見を

もたせることがスキル教育において重要であるが、それ

らを目的とした設問は、主に、クイズやカンガエルやチ

ャレンジの部分に見られた。それらを設問の目的ごとに

分類し表3-4に件数を示す。大きく分けて①情報の扱い

方を学び、探し出し自分の考えを深めるための設問と②

意見交換を行う準備として自分の意見を持つための設問

が見られる。

一381一 住宅総合研究財団研究論文集No.35,2008年版



表3-4分類ごとの設問の数

       情綴の扱い方の設問慧見をもつための設問

       憎報の分析・背景の理解の基礎となる問いかけ情報収餓を促す情報の分析・背暴理解を促す自分の意晃をもつように促す閣りの人々と意晃の交換を促す
       比厳・整理・作集してみましょう隅ぺてみましょう考えてみましよう・攣げてみようあなたなら話し合ってみましょう

       カンガエル及びクイズ3・4上501100       3.4下109220

       ,5上06。,・111
       5下1,41「11
       6下2101・,一・-0

       チャレンジ事3・4下

       

       5下

       

       計18201552

表3-5中学校社会科教科書内の設問等

  設問・働きかけ特徴(例)
  確認の設問各説明の確認
  スキル・アツプ計・資料を用いて'えるための方法について書かれたコーナー

  学びのひろば」調べ学習での調べ方やまとめかたといった方法について紹介例:比較や関連の視点から調べるポイント②1身のまわりのもので、外国でつくられたものがあるか調べる2食べ物や習慣などのなかで、外国から来ているものを調べる
  ピンマーク学習を深めるのに適した活動を紹介する例:日本の位置を地球儀などを使って説明してみよう中国は世界最大の小麦の生産国です。しかし、多くの農作物を輸入しています。その理由を考えてみましょう。

高学年になるにつれて学ぶ知識も多くなるが、設問

が少ないために自分の意見をもっまでに至らないのでは

ないかと考えられる。

本研究で用いた社会科教科書には、情報収集や分析

に関する多くの設問がみられた。しかし、今後まちづく

りの担い手となる小学生に対して自分の意見をもたせる

設問は少なかった。

2)中学校

東京書籍の教科書を見ると(表3-5)、社会科の教科

書でも、小学校と同じような傾向が見られる。テキスト

の学びのポイントを確かめる設問や、調べ方の紹介はあ

っても、現在の社会への批判も含めた多様な考え方を考

えるような仕掛けとはなっていない。

3.3日本の教科書の設問の特徴

シティズンシップカを培うという視点で日本の教科

書を振り返ると、知識は幅広く掲載されているが、都市

像や制度といった抽象的な概念は充分ではない。現在の

制度や体制とは異なる考え方のヒントは殆ど見られない。

スキルの育成に役立つ情報収集方法についてもある

程度身につくようになっている。しかし、設問の内容は、

教科書にかかれていることを確かめる程度のことが中心

であり、自分自身の考えを深め、現状の社会批判も含め

た、様々な考え方や幅広い知識をもった上で議論する、

シティズンシップのスキルを育むような設問設定は充分

ではないことがわかった。

4.各国のシティズンシップ教育・住教育の概況

4.1シティズンシップに類する特徴的な教育

北欧諸国では、社会に出て生きていくためのカを育む

教育が行われている(表4-1)。北欧閣僚評議会の出し

た「北欧の消費者教育」では、生徒がテーマを決め、新

聞や雑誌、研究報告書、訪問調査、実地調査、関係機関

との接触など多岐に渡る情報収集の方法を学びながら、

収集した資料の分析、評価をし、様々な方法を用いてら

テーマを追求するスキルの育成までを目標とする。

スウェーデンの社会科教科書では、学習目標を民主

主義の価値観を身につけた市民の育成としている。基礎

学校9学年時に達成される目標は、民主主義の理解に始

まり、さまざまな知識の源泉を利用し、集めた情報を統

合、加工、検討、評価ができるといったスキルの目標ま

でが設定されている。授業は、テーマについて調べ自分

の意見をもち、議論により深めていく学習となっている。

デンマークには、フォルケオプリュスニングというグ

ルントヴィの教育思想が根付く成人学校がある。フォル

ケオプリュスニングは、人々が対話と相互作用を通じて、

共同性・歴史性に目覚め、人間の生の尊厳を知り、みん

なとともに生きることに覚醒、自覚するといった意味を

もっている。これはシティズンシップの育成にもつなが

る。書物では学べないことを立場の違う者の対話によっ

て学ぶことを重んじている。

表4-1シティズンシップ教育と類する方法

     容か読みの、凹の・・谷
     、のこの"形に焦家言、マーの;罰、ムロ

     北欧の消費者教育点。持続可能な発展を目的とし、影響力、消費と環境、食育、製品の安全
     「共生」の思想を育む消費者態度の転換によりその実性と生活上の安全など、消費者としての
     学校でのアプローチ現を図ろうとする。立揚での権利と責任について
     (北欧閣僚評議会)文)n消費者教育と環境教育を連接

     し体系化されている。
     巳、察、、、E一幽

     あなた自身の社会スウェーデン(社会科教科書)文221「正答がない問題についてクラスで討論しながら、主体的に自己選択・自己決定できる人を育てている、「社会」の学習目標を民主主義の価値感を身にっけた市民の育成としている。厚生施設などの法律と権利、人の役割、若者によくあること、麻薬、アルコールの被害など。家族の経済、消費者教育関係・癬繍羅職られるを述べ。のではなく、事実を客観的に描き、子どもに情報提供して、議論し判断させるこ
     とを繰り返している。
     1耐:こ言匿で甜りつこ

     フォルケホイスコーレ(デンマークの民衆学校)文121て、る。人々が対話と相互作用を通じ共同性・歴史性に目覚め、人間の生の尊厳を知り、みんなとともに生きることに覚醒、自覚させ②③と。同輩のもの、同じ階級ではないもの同士の対話から学ぶ。北欧神話や民衆伝承、あるいは祖国の自然を歌った詩を使い、人間性を高めていく教育。
     ④試験の廃止

4.2授業科目としてのシティズンシップ教育への取り組み

イギリスでは、政策として一斉にシティズンシップ

教育が導入されることとなったが指導方法は、各学校の

裁量に任せられている。大きく表4-2に示す三タイプの

導入方法が見られる。十分な数の専門教員が育っていな

いこと、また進学系の高校では大学への進学のための科

目の教育が重視されることなどから、まだまだ十分な教

育内容となっていない学校が多いとのことである注3)。

それを補うために、カリキュラムを解説した冊子を

発行し、教育現場の教員が様々な科目とのリンクの中で

取り組めるようなもの文13)を発行しているほか、インタ

ーネットからダウンロードできる教材も数多く用意され

ている。指導方法は各学校、教員によって様々な手法が

取られており、より質の高い教育を目指して発展中であ

る。評価方法については、客観的・主観的評価や記述試
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験の方法と添削方法などに関する詳細なガイドブック文

7)が出版されている。

表4-2シティズンシップ教育の取り組みタイプ

  タイプ概説
  クロスカリクロスカリキュラムの中に組み込む方法である。シティズ
  キュラム型ンシップ教育の内容が既存の教科領域と重複する点がある

  ためにこのような方法が可能となっている。ただし、専門
  外の教員が手探りで指導法を考察しなくてはならなかった
  り、教科部門が独立して存在する学校の場合には共同で研
  究する機会に乏しいという制限もある。

  独立教科型独立した教科としての導入ものである。最も明瞭な方法だ
  が、新しい教科なだけに専門教員の不足という問題がある。

  全学取り組学校全体を通した導入を試みるものである。例えば模擬選
  み型挙の日を設けたり、地域のプロジェクトに参加するなど、

  学校全体の行事を通したアプローチ方法である。

4.3社会全体での住教育一フィンランドの教育環境一

1)明日の市民をっくる学校教育

PISA注4)で学力世界一と注目されているフィンラン

ドでは、その背景の一つとして、「社会構成主義的学習

概念」注5)を挙げ、「知識とは、主体が探求するもので

あり、社会的な脈絡の中で作られるものである」という

考え方を示している文8)。これはまさにシティズンシッ

プ教育に通じる考え方であり、「批判的かっ革新的な」

考え方を育てることで、責任を持つこと、参加すること、

意見を提示すること等に重点を置いている文9)。フィン

ランドメソッドでは、目標達成のために、1.発想力、2.

論理力、3.表現力、4.批判的思考力、5.コミュニケ

ーションカの5点を、育んでいると北川文1°)は指摘する。

授業では、先生との対話を通して、一人一人が自分

の心の中にある考えを整理し、自分の意見をまとめられ

る練習を先ず行う。特に「何故?」という言葉をよく使

い、考えを深める訓練と、その考えを表現する訓練を積

む。このようにして他の人と議論するための力の基礎を

築き上げ、スキルが育まれている。

1998年には、建築政策文2)が政府より提示され、建

築教育が学校教育でも積極的に取り上げられるようにな

った。特に美術の授業でその重要性は高く、それ以外に

も環境教育も兼ねて、生物、チリ、歴史や政治の中で教

えられるべきだとされている。

こういった教育を支えるために自治体が学校での教

育をサポートしたり、まちに学習拠点が整備されたりし

ている。吉崎注6)によれば、よりよい環境を求める市民、

建築家、関係団体、政治家等の努力で、人工環境教育が

多くの学校で行われている。小中学校では、学校独自の

カリキュラム作成権が与えられ、社会、理科、美術、そ

の他の一般教科で人工環境教育を行うことができる。環

境省は、住環境や建築などのマニュアル読本を作成し、

教育庁は、インターネット上に教材を掲載している。

ヘルシンキ市都市計画局では、10年余り前から、子

どものための環境教育を実施しており、学校と組んだ独

自のプログラムを開発している。2004年には、都市計

画局と青少年事業センターの「子どもと家族政策年」で、

多岐にわたる事業を展開した。

2)学校外での教育機会

ヘルシンキに次ぐ人口20万人のタンペレ市では、水

力発電施設の一部に、都市環境センター"MOREENIA"注

7)を設置し、多彩な展示を通して就学前のプレスクー

ルの子どもから学べるようになっている。

ヘルシンキにある建築塾(Arrki)注8)では、3～18

歳の子ども約200人が通い、子どもの頃から、都市計画、

地区計画、街区計画、設計と順を追って、楽しく学ぶ。

体験的活動を通した建築知識の学習と同時に、ヘルシン

キ市の都市計画コンペにも参加する等、実社会との係わ

りを持って活動している。

4.4スキル教育の工夫

スキルを身に付けるために様々な方法がある(表4-3)。

シティズンシップカを向上させるための取り組みとして

特に熱心に方法を紹介していたのは、「北欧の消費者教

育」であろう。ゲーム感覚でも消費者としてあるべき姿

を学ぶ内容が多い。

情報を収集・分析・総合し、自分なりの見解を持て

るカを養う方法としては、フィンランドの国語の授業で

積極的に教えられているマインドマップやウェビングチ

ャートは有効な手段であろう。また国際理解教育で頻繁

に利用されるフォトランゲージも、視点・視野を広げら

れる効果的な授業方法であろう。

他の人の立場からものを見ることができるカを養う

ためには、ロールプレイ等が扱いやすい方法であろう。

フォトランゲージも有効な手段となりえよう。

表4-3スキルを身に付けるための手法例

     方法名概要養われるスキル
     情報立場対話

     マインドマップ婆・や蝦_箏麹お難置ぎ、そ誌轡鯵搦勲マヒキーワー○
     ウェビングチャート隼顯購藁薦鎚留るイメ○

     部屋の四隅藁吾雰難鱗騨○
     イメージマツプ撫委灘糞欝巽○
     ランキング鱗雛灘鞭る○○
     フォトランゲージ1灘難羅○○
     KJ法灘蟻謳灘蓼二憂紫嚢説畿難し・カードを○○
     ディベート雛i欝ぎ瀦灘撃○○○
     ロールプレイ懸翫藷謝鶴○○○
スキルについての凡例騰灘婁鷺あ雛鷹鑓羅蟹欝喜鶉

対詣コミュニケー四ノをとり燗囲の人々と問題に取り組むカ
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コミュニケーションをとりながら、周りの人々と問

題に取り組む力を育成するためには、先に挙げたロール

プレイ等以外に、ランキングやプレゼンテーション技術

の向上あろう。今回ヨーロッパを中心に整理を行った結

果、ディベートを利用した教材は見かけなかった。ディ

ベートが相手を説き伏せることを目指す"競技"として

行われることから、シティズンシップ教育として、なじ

みにくいのではないだろうか。

5.シティズンシップカを育む教科書の構成と設問

5」授業の構成

イギリスのシティズンシップ、フィンランドの社会

科、スウェーデンの社会科の教科書を中心に約10冊の

教科書の中から、特に都市計画に近い内容を中心に概要

を整理し、設問を一っずつ訳した。

教科書の各章内の構成を確かめ、どのようなプロセ

スで生徒に考えさせ、スキルを身に付けさせようとして

いるのかを確かめた。作業にあたっては、教科書の構成

を【知識の提供】【知識の確認】【自分自身で考える作

業】【他者との議論】の4種類に分けて整理をした。そ

の結果を図5-1に示す。大きく①個人型(個人の作業の

みで完結)、②ステップアップ型(知識の確認から個人

での作業、更に議論へと順次展開するもの)、③個人フ

ィードバック重視型(個人で考える作業を知識を提供し

ながら行い、最後に議論をするもの)、④議論重視型

(一つの単元の中で何度も議論する場面が知識の提供を

織り交ぜながらあるもの)に分けられる。

     教科書名国取りあげた章のテーマ供知勢提認知勢確で自の身整の理中意他見者交と換の
     H脚㎝Ma㎞aGE2ヌ15フィンランド・社会市・景観・社会の多様性

     
     Kaleid。skoopi9文1ゆフィンランド・社会社会保瞳

     

     SuuntanaSuomi匿7フィンランド・社会地域計画
     

     DiscussionAtoZ18)イギリス・一般書HOME(家)

          

     Citizenshipstudiesfbrkeystage4andGCSE文23)イギリス・チティズンシップシティズンシップとは

                         

     あなた自身の社会文22〕スウェーデン・社会コミューン

                              .・中略・・

          

     北欧の消費者教育ll)北欧・消費者教育家計

               画

丁一
ウ)個人フ仁ドハ㍉

ク重視型

 ⊥一
図5-1教科書の設問から見る考えさせ方プロセス

個人型の教科書はここに挙げた一冊のみで、他は最

終的に議論をすることを重視しており、必ず最後に意見

交換をし、自分の考えを深める設定を用意している。そ

のために、一人一人が、自分の言葉で考えを表現できる

プロセスを重視している。

当然のことであるが、議論は様々な人が自分の意見

を適切な情報・知識のもとに持っから成り立つのであり、

議論を発展させるのに必要であろう十分な情報を提供し

ようと工夫されている。社会には様々な問題点があるこ

とや、一つの事象についても多様な見方ができるような

知識を提供している。特に都市計画分野であれば日本で

は大学で教えるような都市モデル、土地利用計画の概説

を行っている。教科書ごとにかなり取り上げる分野が異

なるものの、非常に詳しく説明をしている。

5.2設問の構成

北欧で使われている社会科系の教科書について、設

問の内容を確認すると、いずれの教科書でも、大きく①

知識の確認、②自分の中での理解を深める、③他者との

意見交換、という3つの作業を行うように書かれている。

例えばフィンランドの地理にっいて、地形や気象、社

会保障、産業等多角的に学ばせる構成となっている

SuntanaSuomiの地域計画の章は、図5-1に示すような

構成である。二部構成となっており、「知識の提供と確

認」と「考えさせる設問」がある。知識の提供にとどま

らず、その知識を活用し、プランの作成、話し合い、実

生活に結び付けて考えるきっかけをっくる内容である。

「考えさせる設問」は8課題から構成されており、そ

のうち4課題が「情報を分析するカを養う設問」、4課

題が「プランニング、議論をさせる設問」である。都市

計画の知識を提供するばかりでなく、授業の中で児童が

考えを深め、議論する時間を持ち、スキルを向上させる

機会を提供している。具体的な計画案や、諸関係者の説

明、自ら住むまちを振り返る等、教師と児童が共に学ぶ

ことができる。

[知
識
の
提
供
と
確
認
]

[考
え
さ
せ
る
設
問
](全
8課
題
)

   《知識の提供》(表1左)口地域を計画するとはどのようなことか口地域を計画することの必要性と,どのような点で気をつける必要があるか口計画にはだれが関わっているかロその中で市民はどうやって参加するのか冤瑚講一
【情報を分析する力を養う課題】
・地域計画図の読みとりの実践(表2)
・プランが適切かどうか判断し、
その理由を述べさせる(図2)

ランニングと議論のための課題】(図3)
・プランナーになって計画させる
・自分の住む地域について調べて考えさせる
・開発に影響される人々の立場を考える
・プランをつくるための情報収集の方法にっ
いて

ゆ
耐
榊
P
j
旺
於
姻
縫
最

図5・2SuntanaSuomi第19章の構成と育成する力の対応

1

蘇
拳
喧
諌
幻
二
如
の
麗

図5-2は、議論の練習のためのテキスト文16)で、図は、

"HOME"をテーマにした生徒用ハンドアウト部分のコピ

ーである。先ずは様々な家があることを紹介し(絵は海
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外の様々な家)、HOMEの意義を考える素材を提供し

ている。次に、キャンプ等の外泊経験を思い出させ、自

分の実感を呼び起こしたうえで、社会問題に発展させ、

植民地問題についても触れ、「あなたの国は他国を植民

地にしたことはありますか?今でも植民地ですか?その

人たちにはどういう権利がありますか?言葉は取り入れ

られましたか?」といった、議論のできる投げかけをし

ている。また「人々を繋ぎ止めるものは何だと思います

か?言葉、宗教?」といった、決して一つの答えの出な

い、時には社会でも対立の原因となるような点にっいて

も積極的に議論をさせるテーマとして提示している。

段階的に思考を深めさせ、批判的な眼を養うことの

できる構成・投げかけとなっている。

醗総瓢
1隔伽解艦㎞

セみ

撫餓鞭籍
難讐霧盤
25tSmu

・・'-1:

子供の無人島体験記を踏
まえ、自分の外泊経験、
ホームシック経験からhomeを

熱議熱、
翫〆、やo-"、噂vwr艦噂

藩欝灘灘薮繋鴇澱
31aHNhatuakeFal■nd

ほ　ヤ

・・麟難醗翻_、
、Homelessと燐う言
葉から社会鷹目を
向けさせる

謹肇璽璽墾糠.驚、

6m-es"一一esiwh嗣
」

植民地問題に触れ、
homelandの意義、母
国語の意義について議
論させる。
v"t.vb・s6mmJ・4M"/"

図5-2DiscussionAtoZ生徒用ハンドアウト

5.3具体的な設問内容

具体的な設問内容を、様々な教科書などから検討す

る。表5-1はそれらを整理した上で、代表的な質問項目

を記載したものである。第2章で整理をした、スキル3

種類のうちどれが身につくと想定できるかという点も加

えて整理した。

知識の確認については、各々教科書内に書かれてい

ることを読めばわかるようになっている。社会保障につ

いての項目では、"一ヶ月に社会があなたに対して幾ら

使っているのか考えなさい"という設問で、教科書にあ

る図を確かめるようになっている文圃。いずれも暗記し

て答えを言うには高度だが、テキストをしっかり読めば

わかる。また質問内容自体も生徒自身が社会とどうっな

がっているのかを明確にさせるものであり、興味深い。

各々の考え方を深める「自分の中での理解」では、

"人口は'どのような方向に向かっているのか。そのこと

はフィンランドにどのような影響があるのか。私達は今

後の人口の動向にどのように影響できるか。"文18)と

いった設問である。教科書に答えはかかれていないし、

そもそも答えのあるようなものでもない。生徒一人一人

が教科書を参考にしながら、自分の意見をまとめる作業

をすることとなる。

「他者との意見交換を促すための質問」では、ロー

ルプレイの類で、牛小屋の開発について、具体的な地図

や開発規模を示した上で、5-12人が集まって、関連す

る様々な立場の役割を演じて、立地や大きさ、環境への

影響について議論するものもある文15)(図5-3)。現実

の社会への批評をしたり政策提言できる課題もあり、多

様な意見を交換することのできる課題が多い。

　犀可櫛耳胃発sheterorcows)
2000頭の牛小屋を開発する必要があります。5人から12人
が集まり、役割を決めてパネルディスカッションをしまし
よつ。

a)どこに立地させるのが一番いいですか?(p155の地図を見て)
b)アクセスはどこが一番いいですか?
c)大きさはどうですか?
d)環境への影響はどうですか?
やめるべきですか?縮小する方法はありますか?
〈登場人物〉

農家、環境問題の人、開発好きな人、動物愛護(権利)団体、屠殺場
の人、商工会議所のような人、獣医、別荘の住民、隣人、有機農法に
取り組む小規模な牛農家、サマーフェスティバルのコーアィネーター
(観光プランナー)、道路のエンシニア、県のディベロバー
(教科書にはそれぞれの立場や考え方の解説が5行程度載っている)

開発者だけでなくその場所に関わる多くの
人を具体的に示し、その人の立場を考えた上
でプランをどうするか話し合うための設問。

図5-3牛小屋の開発についての課題

ここまで紹介したように、諸外国の教科書の中では、

知識を確かめ、更にそれを自分で深め、そして議論をす

る設問が用意され、必ずしも答えがはっきりしていなく

とも、社会とのかかわりの中から問題意識を喚起するテ

ーマを取りあげているという点で、興味深い。

表5-1設問内容

     質問項目例・【テーマ】養われるスキル
     情報立場対話

     知識の確認この150目の目のフインフン'の口こ1馳のりな変化がありましたか【人口問題】文21)○     可}の斗一般・よ写に元に勿口『のがむずかしいのがわかるかもしれない2つの理由にっいて説明してください。【シティズンシップとは】文22〕○○
     コkユーン}。可で・。コ気ユーンに'1曹の帯とは何ですか。【コミューン】文22>○
     一ヶこ・苫ヨよここ・て『っていの・苓えなさい【社会保障】文16)○
     モテルこついて閉こ一よい。・爵・・会の多様性】文2P○

     自分の中での理解口1'のっよ口1に口」ってい曽の・。のこ}焔瀦崖溜髪鰭饗薯㌍1欠響嚇後の○○     つ.いコミューン3つっ》よコ気ユーン3つは、デンマークの中でどこか?【自治】文25)○

     の響鰹a【灘醤参加撞影輔蝦象粕文1場メa)総合計画図ではわからない5つのことが、詳細図で詳しくわかります。(それは何ですか?)e・・e)子どもの遊び場を探しなさい。そのロケーションでよいですか。0○
     目の¥削や_こついて、10のラ谷言百き出す。(ヒントのためのリストで補助)【消費者の権利と費任】文ユ1)0○
     てhome・てxこの1いつでこ・9'りでしたか?h。meにあるもので何が恋しくなりましたか?【HOM田文18>○
     ト轡アレァ、.1.【まアか。ローマ伝土、シティズンシップとは】姜ボ働・○○○

     他者との意見交換フスの、この毛汗兀～経償、尿、々のぞこ与える影響について話し合う。【全ての人にとってより良い社会となるために】文23>○○     ブインフン"の゜モアル1巳・よ状況こめ、「々1福祉関連費用を削減する必要があります。意見を出してください。【人口】文20)○○○
     次のここついて郷論よい。「フィンランドはいまだに階級社会である」【人口問題】文2P○○
     ＼々乞系き9bのは可ご心い」?言、、示教…"【HO影{E】文生8)○○
     スェーテン{,、こ殿べきでコ、。bつ1よoい。【政治】文2・墨○○

     2000唄のノ・里乞ロる1・要～り。5・12人が集まり、役割を決めてパネルディスカッションをしましよう。a)どこに立地させるのが一番いいですか?…【地域計画】文【7)○
情報:情報を収集・分析・総合し、自分なりの見解を持てる力
立場:様々な立場の支店からものを見ることができる

対話:コミュニケーションをとり、周りの人々と問題に取り組む力
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2)スキルとの関係

また、スキルとの関係では、児童・生徒が独自に調

べてこなければ答えられないものも多く、情報を得る練

習となっている。しかも一面的な情報ではなく、多角的

に情報を得、分析することが必要となる設問で訓練され

ると考えられる。

様々な立場の視点からものを見ることのできる力は、

自分の中での理解を深める設問や意見交換の設問に多く

見られる。

またコミュニケーションをとり周りの人々と問題に

取り組むカは、現状の社会を批判することを前提とした

ような投げかけや、実際にまちづくりを行い対立する人

間関係を提示した上で議論させるなど、異なる意見をま

とめる難しさを経験できるようになっている。

5.4シティズンシップカを培う効果的な設問

設問は、知識をしっかりと身に付けた上で、自分の

中で考えを深め、他者と議論するという大きく3っのタ

イプがあることがわかった。そして知識は異なる立場か

らの議論が可能な幅広いものを身に付けられるように工

夫されている。そのために、現状の問題をふまえっっ社

会のあるべき姿を、自ら考える機会を提供している。

情報を得て自分なりの分析をするトレーニングを行

い、また批判的な眼を持って社会や自分の生活を振り返

りながら自分の考えを深める機会を持ち、クラスメート

との意見交換をし、時には具体的な提案や取り組みを行

う自分の住環境の改善に向けて繋げていくことができる

と考えられる。

児童・生徒が自ら考えながら学ぶプロセスが不可欠

であり、義務教育課程でこのようなトレーニングを繰り

返すことで、シティズンシップが定着し、そういった市

民が社会人となることで、住環境を主体的に改善しよう

とする社会を創造することができるのである。

6.シティズンシップカを育む住教育方法の提案と検証

6,1実践授業の目的と構成

住教育に関する知識を身に付け、シティズンシップカ

を高めるスキルを身に付ける授業の提案を行う。諸外国

の教科書における設問と日本の実態との比較より、大き

な違いは、"批評する眼"を持つ機会が無いということ

がわかった。そこで児童の生活に身近で、特に固定的な

観念が強いものの、大きく発想を転換させる可能性を持

つテーマを中心に、様々なスキルを身につける機会を持

つ授業構成を提案する。そこで、図6-1に示すように、

"住環境を考える"を住教育テーマとし、"様々な立場

の視点からものを見ることのできる力"を養うことを目

的とした授業プログラムを作成し、12時限分のテーマ

で作成した。スキルのうち、"批評する眼(批判的思

考)""背景を理解・想像する力""問題に取り組む同

期や好奇心"にっいて意識的に取り組み、(図2-1参

照)身にっけるということに着目して授業の計画を作成

した。2時限分を一まとまりとして5種類のテーマを扱

うこととする。今回は実験的に12時限分のうち2-3時

限目のみ実施した。

     2愛栗の】谷知識目沓こいス¶ル蘇『の
     1畷E蒐論

     廻こついて〕且の1ラ也『の立物こ心い乞月
     2・様々な立場の利用者がい態の多様性判せる
     3る的自分の意見を言う
     ・道路は遊ぶ場でもある思

     4緑こつい緑の劣」一{考慨の勿の義牙こ心い
     ・緑地の効果の生物とのを馳せる

     5・里山の意義と維持共生1中聞の意見を聞く
     ムこついム、空Hのド一フの氣・つ」・よい

     6・公園の種類と役割管理運営景ころで働く人がいるこ
     7・公園の運営理とへの理解
     空気・・気の解一つの_㍗L-D

     8・汚染と浄化の歴史汚染解決方ために、多くの人や組
     9・空気・水の知識法織の、考え方の変革が

     ・経済活性化の恩恵と問題必要であることの理解

     }1よ:鱒赫超讐ないよ保存活動む間好題一一の位・ぢを変えることの認識
     奇に

     12轍鑛離あために、車心取り
     依存生活をやめさせるべきか」組

図6-1シティズンシップ教育を兼ねた住教育プログラム案

6.2実践授業の概要

今回の授業注2)では、道をテーマとし、身近な題材に

対して議論を展開するということに焦点を当てた(図

6-2参照)。福井市内の小学生を対象として行ったが、

福井県は移動における自家用車への依存が全国トップク

ラスの車社会であり、子供達への交通安全教育に熱心に

取り組んでいる。そのため、道路は車が通る場所であり、

例え生活道路であっても路上で遊ぶことへの否定的考え

方が大人にも子供にも強い社会である。しかし本来生活

道路は、生活空間の一部として活用する可能性をも持つ

空間であり、全く異なる考え方で見ることのできる空間

である。こういった空間を対象とした授業を行うことで、

批判的な眼を養う工夫についての検証を行うこととする。

1時限目は、道についての知識を深め、様々な人・立

場・使い方があることを認識することに目標を置いた。

導入、レクチャー、様々な立場の理解と情報整理をグル

ープで実際に作業しながら行うという3段階の展開をも

って進めた。2限目は批判的思考に基づく議論に目標を

置いた。授業は、議論のルールや課題の説明、グルー

プごとに様々な立場から道に対する要望を書き出す作業、

みんなで出し合った要望を議論してランキングを決める

という3段階の展開とした。

ここで、我々が特に注目した点は、議論を進めるにあ

たって批判的思考がなされることが重要であるというと

ころであり、様々な立場の理解と情報整理を行うために、

マインドマップからヒントを得た考案したフォトマイン

ドマップ(表6-1)を利用し、議論を深めた。これは議

題にしたい場所の写真を撮影し、紙の中央部に貼り付け、

マインドマップ作りを行うものである。
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     時間内容目孤
     鼓スノレ

     ・に
     教壇で絵本を読みすすめる

     導口絵本を通して道について考える

     入登場人物にはどんな人がいるか?/何をしているか?その時はどんな気持ちで道を使っているか道様々
     路な

     1時限レクチヤドについてのレチャーロ様々な利用方法についての紹介(日本、海外の事例をスライドで)口本来あるべき道の姿(専門的に)道の役割と種類、近隣住区の図などの様々な利立場に～
     目考察・作チャーマンマッいて々3、、b小子・父のの1の道について考える(4人グループ)口学校周辺の地図から利用状況を読み取る馨現在既に利用している人現在利用していて困っている人現在利用していないけど、今後利用の可能性のある人用法を知る三愛るカ

     業*生活道路であれば、通行以外の機能があるはず
     *障害者や高齢者、乳幼児も安心して歩けるか

     璽臼醐の♪.比
     マインドマップ各立場の考え方を見ながら、学校前道路のありかたの議分判
     論(グループ)のす

     議【話し合い(議論)について】意る

     2時限論の説明口「友達の意見を尊重する」ということに気をつけて話をするロ議論のルール1)他人の発言をさえぎらない2)話を聞くときは、話している人の目を見る3)どのような意見であっても間違いと決め付けない口短い発言を心がけて、楽しく話し合いをする。口意見はマインドマップに書く手見眼のとを意の餐見相っを違た聞をめき劃モ
     目作業々3昆、b、え。口次に、それぞれの人のやりたいことが実現する為に、どういったようにこの道が変わると良いかを考えて、'λ算る他重力者

     ・議論・発表新しい道へのアイディアを出す。〔]「○○だから△企にしたい」「道に砂場をつくりたい。なぜなら○○だから」というように、理由も考えながら意見を出し合う。議論作業2で出た要望をランキングする発袈ランキングの発表を通して様々な意見を共有する罎↓響、
     提出循て冒返シーU臥後日9又口作業の成果を回収

図6-2授業プログラム

表6-1マインドマツプとフオトマインドマツプの違い

   マンマップフォマンマッ

   婁・曖よ記意に監ついて語り自っことになる。・'一際の王,・の衆子がわかる。
   禰・発想・連想の自由度が高い・撮影する角度により、議論のテー
   へマにしたい焦点を意識した情報

   の効果・テーマを共有化するための議論となる。提供ができる。・テーマを共有しやすい現実的な話し合いができる
   ・言葉で説得する力がつきやすい・テーマの具体化ができる

6.3.児童の理解と態度

知識の習得面では、車が走るだけの道ではなく、多

様な使い方をしている例を写真で紹介した。この成果が

あって、表6-2のように、「道路の大切な役割を3つ挙

げましょう」の質問への解答が、授業前後で変化する児

童が半数以上見られた。これは、【批判的な眼】を培う

ための、知識が身にっいたと言えよう。

表6-2道路の役割についての解答変化
(児童39人中)

よりは、意見を言いっ放しで、作業を進めるという状況

が見られた。この点については、プログラムを急いだこ

とも原因と考えられるが、他者の立場に立って考えるこ

との難しさや、「話し合う」ことへの経験の未熟さが原

因とも考えられる。スキールを向上させるためのプログラ

ムづくりについては、別途詳細な検討が必要であること

がわかった。ただ、通常このクラスを受け持つ担任の教

員は、いつも以上に活発に議論をし、どの児童も集中し

て取り組んでいたと言う。プログラムの工夫で一層効果

的な授業が可能であろう。

役
霊
人
物
意
識
間
接
的
役
割

授業前に多かった回答例
 歩く
 走る
車が通りやすい

歩くため・走るため
自動車が通るため
自転車が通るため

車を走らせるため
交通整理のため
事故をおこさないようにす
るため

授業後に新たに出た回答例
移動する
生活の揚
安全で快適な生活を支える
車椅子が通る
ベビーカーが通る
車・トラック・自転車が通る
老人が通る
人が歩く・車が走る
自転車や車椅子ベビーカーな
どが通る
地球のみんなが通りやすいこ

と

人

16

6
4

スキルについては、授業の中で指摘した【相手の意

見を尊重する】ということができたと思うか、自己評価

をしてもらった。39人中37名が、うまくできたと自己

評価している。実際の様子では、話し合いをするという

7.まとめ

住教育のためのシティズンシップ教育には、住ま

い・まち・制度といったことにっいての知識と、情報を

収集・分析し、様々な立場の視点から考えることができ、

周囲の人々と対話をしながら問題に取り組む力(スキ

ル)が必要である。

学校教育で扱う教科書の中の課題設定において、こ

ういった力をっけることは可能である。一つのテーマに

っいて、様々な知識を確認させた上で、社会や自分を振

り返って時には批判的な眼を持たせる設問を投げかけ、

自分の考えを深めさせることが必要である。そういった

プロセスを経ながら、答えがひとつとは限らないテーマ

の議論を行うことで、スキルは身につくであろう。諸外

国の教科書からは、こういったスキルの教育方法を読み

取ることができた。

日本の教科書で同様の設問が見られるようになるの

は非常に難しいかもしれない。義務教育課程における教

科書の意味付けによるところも大きく、また、現状の社

会批判を子供達にさせることを恐れない教育者の心構え

がなくては実現しないかもしれない。

テロ・アウティオ注9)は、「教員養成課程では、グル

ープ討論を通して、自分の傾向を自覚し、他者の異なる

意見を取り入れ、教育の本質を学ぶ。そして、必ず別の

方法(代替)があるということを認識することで、現在

の教育方針を批判することさえある。これらは、教師と

いう仕事の柔軟性と専門的な自由を生み出す。さもなけ

れば、学校は非常に官僚的になってしまうだろう。」と

述べている。

シティズンシップのスキルをマスターさせるために

は長い道のりが必要であろう。しかしシティズンシップ

カの育成を含めた住教育を行うことの重要性を今実感し

ており、今後とも取り組みを続けることが、将来の日本

の住環境の改善に繋がると信じている。

〈注>

1)ヒアリング調査は、2007年3月～4月にかけて英国及び
フィンランドで実施した。調査員と実施時期については下

記のとおりである。(担当者刀口:加藤水:水上薬:薬袋)
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住教育研究会の協力に了解していただいた福井大学付
属小学校の5年生を対象に、2007年10月3日に2時間に
わたって実践授業をさせていただいた。45分授業の2時
限分90分の授業を実施した。
1.Davis先生(2007年3月)へのヒアリングより

PISA:ProgrammeforInternationalStudentAssessment、
OECDによる国際的な生徒の学習到達度調査義務教育の修

了段階にある15歳の生徒を対象に、読解力、数学的リテラシ
ー、科学的リテラシー、問題解決を調査するもの。1997年に始
まり、3年ごとに実施。PISA2003読解力では、フィンランド
第1位に対し、日本は第14位。

「社会構成主義的学習概念socio・constructivist

learningconception」(フィンランド教育省"フィンラ
ンドがPISAで成功した背景"2004年12月7日)

建築家吉崎恵子さんへのヒアリング(2007年3月)及び
参考文献2)より。吉崎さんはヘルシンキ市都市計画局に
勤務、建築家でもある。建築教育への取り組み経験もある。
都市環境センター"MOREENIA"は、タンペレ市の

電力を2つの湖の落差により賄う水力発電施設の一部に設
置されている。タンペレ市の廃棄物管理局、交通局、エネ
ルギー局、水道局、環境保護局によって創設された。
建築塾(Arrki)は、政府の補助金を受けて運営され

る、幼稚園児から高校生までの通う場である。建築家等が
講師として放課後指導にあたっている。約200人が学ぶ。
テロ・アウティオタンペレ大学教育学部教授とのe

メールによる議論より
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